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深大寺・佐須地域の里山を活用した環境学習深大寺・佐須地域の里山を活用した環境学習
　市の北部に位置する深大寺・佐須地域は，豊かな湧水
が流れる用水路に沿って，都市農地や屋敷林等が広がる，
武蔵野の面影を残す里山風景を形成している地域です。
市では，こうした地域の豊かな環境を，調布の財産とし
て次世代に引き継いでいくため，里山の風景が残る地域
の環境を保全・活用する取組を進めています。
　令和２年７月に深大寺・佐須地域は，都市の貴重な農地
を保全し農のある風景を維持していくための，東京都の「農
の風景育成地区」に指定されました。この取組の一環とし
て，この地域で市が公有化した土地を，里山や農に触れ合

令和 3 年 9 月 14 日の子どもたちの稲刈り・さつまいも掘り体験の様子

える体験型の環境教育の場として活用しています。令和 3
年９月には，柏野小学校の５年生児童が稲刈り・さつまい
も掘りの体験を実施しました。収穫したお米は食育の取組
の一環として学校給食等での活用を予定しています。
　なお，本取組は昨年度から実施しており，昨年度子
どもたちが収穫したお米については，令和 3年５月に
学校給食で提供したほか，同年６月にはフードバンク
調布へ寄贈しました。そのほか，収穫したお米や野菜
については，市内の子ども食堂に提供する予定です。

　令和 3年 10 月 23 日（土）に「海ごみゼロウィーク
～海ごみ問題について学ぼう～」を開催しました。当初
は環境省・日本財団が共同で開催する「秋の海ごみゼロ
ウィーク」期間中の 9月に実施する予定でしたが，新型
コロナウイルス感染拡大の影響で延期となりました。
　海ごみ問題について学習した後，多摩川自然情報館

周辺の多摩川河川敷でごみ拾いを行い，海に流出する
ごみの削減に努めました。参加者からは，「思っていた
よりごみが多くて驚い
た」と感想をいただき
ました。

CHOFUCHOFU プラスチック・スマートアクションの取組プラスチック・スマートアクションの取組

多摩川でごみ拾い 当日収集したごみ

　調布市では，「CHOFU プラスチック・スマートアクション」を立ち上げ，プラスチックごみの減量やプラスチッ
クごみの海洋流出防止に繋がる取組を推進しています。

CHOFU プラスチック・スマートアクションのロゴ
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多摩川クリーン作戦多摩川クリーン作戦

1. 春の多摩川クリーン作戦
　令和 3年 4月 11日（日）午前 8時から 9時まで実施。
　906 人の多くの皆さまが参加されました。
　（回収ごみの内訳）
　　可燃 270㎏　不燃 200㎏　粗大ごみ 200㎏
　　ビン 15 本　缶 325 本　ペットボトル 120 本

2. 秋の多摩川クリーン作戦
　令和3年11月14日（日）午前8時から9時まで実施。
　1,009 人の多くの皆さまが参加されました。

ポイ捨て禁止に関するメッセージを放送しながら，市
民・事業者の方々と市内各駅周辺の清掃活動を行って
います。
　本年も自治会や商店会，事業者の方など合計で 34
団体，186 人と多くの方にご参加いただきました。

喫煙喫煙マナーアップ・マナーアップ・受動喫煙防止受動喫煙防止キャンペーンキャンペーン
　令和 3年 11 月 15 日（月）から 19 日（金）までの
5日間にわたり，市内京王線9駅の各駅前にて喫煙マナー
アップ・受動喫煙防止キャンペーンを実施しました。
　このキャンペーンでは，調布市都市美化の推進に関
する条例及び調布市受動喫煙防止条例に基づき，喫煙
マナーの向上や受動喫煙防止，歩きたばこやたばこの

秋の多摩川クリーン作戦の様子

ゼロエミッションビークルゼロエミッションビークル（ZEV）（ZEV）の導入推進の導入推進
　調布市では，脱炭素化に向け，二酸化炭素等の排出ガ
スを出さない地球にやさしい電気自動車（EV）などのゼ
ロエミッションビークル（ZEV）の導入を進めています。
　この度，脱炭素化に向けたまちづくりに寄与するこ
とを目的に，一般
社団法人武蔵府中
法人会から電気自
動車が寄贈されま
した。
　いただいた車両
は，生活環境に係
る日常業務などで
活用しています。

　多摩川を「きれいな，親しまれる川」にすることを目的として，市民参加による美化活動を実施しています。自
治会や商店会，事業所の方や個人参加の方など，皆様にご協力をいただきました。

　（回収ごみの内訳）
　　可燃 260㎏　不燃 200㎏　粗大ごみ 200㎏
　　ビン 36 本　缶 284 本　ペットボトル 932 本

　このほか，市役所では現在 3台の ZEV を導入してい
ます。今後も ,ZEV の導入を推進していきます。

寄贈された ZEV

EV 充電スタンド

喫煙マナーアップ・受動喫煙防止キャンペーンの様子

贈呈の様子

路上等喫煙禁止区域の看板
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雑木林ボランティア講座雑木林ボランティア講座

「雑木林の生態系（植物編）」
　令和３年 10 月 16 日（土）に開催した，今年度第
３回目となる講座では「雑木林はどう育て維持されて
いたか」について学びました。雑木林とは，自然にで
きた林ではなく，燃料としての薪や，肥料としての落
ち葉を使うなど，人
の手が入った林です。
講師から，皆さんの
力を借りて維持保全
していきたいとの話
がありました。
　その後，入間樹林

「ミミズの不思議」
　令和 3年10月 30日（土）に駿河台大学経済経営学部
教授の伊藤雅道先生を講師に迎え，染地ふれあいの家で
開催した第 1回❝ミミズの不思議❞の様子を報告します。
　ミミズが生息する土は良い土と言われていますが、
どうしてなのでしょうか。ミミズが土をかき混ぜるこ
とで土壌耕

こううん

耘作用が働き，土壌微生物の活動を活発化
します。また，サラサラの土をミミズが食べて糞をす
ることで，土は以前より大きな土の粒（団粒）になり
ます。団粒は植物にとって根が呼吸しやすくかつ，水
はけが良いなどプラスに作用するのです。さらに，窒
素の無機化が促進されることで植物の成長に貢献しま

す。こうしたことから，ミミズは生活する周囲の環境
を効果的に変化させる役割があり「生態系改変者」と
呼ばれているそうです。
　講義で習ったことを踏まえ，講師がミミズを解剖し，
体内の様子（外部形態や内部形態）を観察しました。
参加者からは、「高性
能な顕微鏡で見たのは
初めて」「心臓がはっ
きり見える」と驚きの
感想をたくさんいただ
きました。

環境モニター環境モニター

　雑木林ボランティア講座は，調布に今も残る里山の風景や雑木林を，市民と市が協働で保全していくためのボラ
ンティア養成講座です。雑木林の維持管理に役立つ知識や技能を習得します。

樹木調査をする様子 生き物を観察する様子

地で樹林の高さの目測方法などについて実習を行い，
講師の作成した調査票を基に，受講者全員で樹林の植
物構成の調査を行いました。

「雑木林の生態系（生き物・むし編）」
　令和３年 11月 13 日（土）に開催した第４回講座で
は「雑木林の生態系と生き物」について学びました。
　講義では食物連鎖の話
がありました。その後，
深大寺自然広場内で，実
際にどんな生き物（昆虫
類）が見つかるか，みん
なで観察会を行いました。

こどもエコクラブこどもエコクラブ
「みんなで知ろうスズメバチの秘密」
　令和 3年 10 月 2日（土）に，「みんなで知ろうスズ
メバチの秘密」をオンラインで開催しました。
　講師から，ハチにはたくさんの種類がいること，毒針
があるのはメスのみで，オスは刺さないことなどの説明
がありました。また，スズメ
バチの巣を見つけたときの危
険な動作（巣にイタズラをし
たり，手や頭を振ったりして
はいけない）についても学ぶ
ことができました。

　調布こどもエコクラブは，河川や緑地などでの自然体験を通じて環境を学ぶ，子どもたちの環境クラブです。

「畑で収穫体験」
　令和 3年 11月 23 日（火，祝日）に，柏野小学校北
側の公有地で収穫体験を行いました。
　サトイモやサツマイモなどの掘り方を，講師に教え
てもらいながら，親子
で協力してたくさん収
穫しました。講師から
は収穫した野菜のおい
しい食べ方などの説明
もあり，楽しい体験と
なりました。

　環境モニターは，市民と市が協働で市内の自然環境を観察し，自然環境の保全に活用していこうというグループ
活動です。植物観察を中心に，調布の地形，鳥，昆虫などの自然観察などを行っています。

講義の様子

収穫体験の様子講師：スズメバチ芸人 丸沢丸先生　
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冬の省エネ冬の省エネ「WARM BIZ（ウォームビズ）」「WARM BIZ（ウォームビズ）」に取り組もうに取り組もう
～ WARM BIZ が推進する衣食住の具体的な取組～

グリーンカーテングリーンカーテン
　緑の保全・創出による地球温暖化対策の一環として，
公共施設の壁面緑化を推進しています。今年度は，公共
施設でゴーヤによる緑のカーテンを実施しました。
　熱は窓から約 7割強，壁面から約 1割弱入るため，
夏場は室内温度が上昇し，冷房負荷が大きくなります。
これを抑制するために，窓や壁面をゴーヤなどの緑で覆
う緑のカーテンを設置することで，冷房負荷の低減によ

る地球温暖化防止，ヒートアイランド現象の防止などの
効果を期待することができます。
　併せて，収穫したゴーヤを味わう楽しみもあります。
なお，ゴーヤの場合，種まきや苗の植付けは 4月から 5
月が適しています。今年の夏は，緑のカーテンで楽しく
地球温暖化対策に取り組んでみませんか。

みんなでいっしょに自然の電気（みい電）みんなでいっしょに自然の電気（みい電）キャンペーンキャンペーン
　太陽光パネルが設置できない家庭でも，電力契約を切り
替えることで，環境に優しい自然の電気を利用できます。
多くの方が参加するほど料金がお得になります。参加登録
後に届く見積りをもとに切り替えできますので，ぜひご参
加ください。

　参加登録期間／令和 4 年 1 月 31 日（月）まで
　対象／首都圏在住の家庭，商店，小規模オフィス（従量電灯 B，C）　
　参加登録費／無料

申込み／「みんなでいっしょに自然の電気」キャンペーンホーム
ページ（右の QR コードからアクセス可）から

　問い合わせ／キャンペーン事務局 0120-267-100
　（携帯電話の方は 0570-058-100）
　※受付時間／午前 10 時～午後 6 時（土日祝日を除く）

第五保育園 図書館 若葉分館 西部児童館 北部公民館

「みんなでいっしょに自然の電気」キャンペーンホームページへ↑

　冬は，暖房の使用により，電気の使用量が最も多くなる季
節です。経済産業省では，令和 3年度の冬季の電力需給見通
しが過去 10 年間で最も厳しくなると想定しており，この冬
の電力使用を抑えるよう呼びかけています。ウォームビズの
実践などにより，電力使用の抑制にご協力をお願いします。

～「ウォームビズ」とは～
　過度な暖房に頼らず，冬を快適に過ごすライフスタイルのこ
とです。「衣食住の工夫」をすることで，無駄を省いて快適に，
暖房エネルギーの抑制を図ることができます。

　ウォームビズの詳細はこちら⇒

 衣服の工夫を
　　心掛けよう 食べ物の工夫を

　　心掛けよう

 住まいの工夫を
　　心掛けよう

鍋や旬の食材で
ぽっかぽか！

ひざ掛けやストール
の活用を！

窓やドアからの冷気を
シャットアウト！


